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報道関係各位

件 名 新型コロナウイルス感染症の対応について

新型コロナウイルス感染症については、全国の新規感染者数はこれまで国民や事業者の

方々の感染対策へのご協力やワクチン接種率の向上、施設内でのクラスター発生の抑止など

により、緊急事態措置等の解除後も全国的に減少が続き、非常に低い水準となっております。

一方で、緊急事態措置等の解除後、夜間の滞留人口の増加が顕著に現れ、感染者数の減少

速度の鈍化や下げ止まりが懸念されているところであり、これから年末に向けて社会経済活

動の活発化が見込まれるため、改めて一人ひとりが感染拡大を防止する行動をとることが求

められます。また、マスクの正しい着用や手指衛生、密を避けることや換気といった基本的

な感染対策の徹底について、引き続き、市民や事業者の方々にご協力いただくことが求めら

れています。

また、国や自治体におきましては、外出時には混雑している場所や時間を避けて少人数で

行動することやテレワーク等の推進状況を踏まえた柔軟な働き方の実施に向けて呼びかけ

を行うことも必要とされています。

本市においては、これらを踏まえ、希望する方へのワクチン接種を実施してまいりました

が、今後も市民の命と健康を守ることを第一に、「新型コロナウイルス感染症による自宅療養

者に対する支援」、「新型コロナウイルスワクチン接種（３回目接種）」、「緊急経済対策」など

に全力で対応してまいります。

つきましては、令和３年９月定例会に係る全員協議会以後の対応について、次のとおりご

報告いたします。

１ 対策本部の開催

市対策本部会議は、令和３年９月定例会に係る全員協議会での報告後、感染防止対策と

しての書面開催も含め４回開催し、令和３年１１月１５日（月）までに令和２年２月の対

策本部発足から合計で４８回開催し、緊急事態措置等に伴う本市の対応等について協議、

決定してまいりました。
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２ 感染者の状況

今夏のいわゆる第５波と呼ばれる急激な感染拡大において、本市におきましても多くの

感染者の確認が報告されました。８月には、これまで、ひと月の最多感染者数であった本

年７月の１３７人の約３倍となる４０８人もの感染者が確認されました。

その後、９月から１０月にかけて、全国的に感染者数の減少が続きましたが、この傾向

は本市においても同様であり、９月には７４人、１０月には５人、１１月には１５日まで

に３人と急激に減少し、１１月１５日までの感染者数の累計は９８０人となっております。

３ 令和３年９月定例会に係る全員協議会報告以後の主な対応

⑴ 新型コロナウイルス感染症による自宅療養者に対する支援の状況について

今夏の新型コロナウイルス感染症の拡大では、３度目の緊急事態宣言が発出されるな

ど、新型コロナウイルス感染症の新規感染者の増加が止まらない状況にありました。

埼玉県では、自宅療養者に配食サービスの提供及びパルスオキシメーターの貸し出し

を行っていますが、感染拡大期においては、申請から配送までには数日間を要しており、

入院、ホテル療養は新規感染者の概ね１割程度しかできず、概ね９割は自宅療養という

状況で、狭山保健所では新型コロナウイルス感染症の対応が追いついていない状況にあ

るとのことでした。

このような状況を鑑み、本市では、自宅療養者の支援を行うこととし、陽性と判定さ

れた自宅療養者に対し、埼玉県と同様に、自宅療養者及びその同居人の生活を維持しな

がら、症状悪化を抑制し、外出を防ぐことで感染拡大の防止を目的として、パルスオキ

シメーターの無償貸与、配食サービス（３日間分のレトルト食品等の配達）、酸素濃縮器

の貸与を実施しております。

ア 支援の実施状況

（ア）開 始 日：令和３年９月８日（水）から開始

（イ）内 容：〇パルスオキシメーター無償貸与（世帯に１つ）

※本庁舎別館正面入口の返却用ボックス又は郵送で返却

〇食品の提供（１人３食を３日分、陽性者と同居家族分）

※市管理栄養士による献立例を同封し提供

〇酸素濃縮器の無償貸与
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（ウ）申請状況：申請件数１８件（１１月１５日時点）

内訳：パルスオキシメーター １３個

配食サービス ３７人分

酸素濃縮器 ０個

イ 支援物資の調達先

（ア）食品…「災害時等における生活物資の提供等に関する協定」締結事業者２社

（イ）パルスオキシメーター…市内事業者 １社

≪パルスオキシメーター≫ ≪支援品の一例≫

≪パルスオキシメーター返却時に添えられたメッセージ≫
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また、この自宅療養者支援に係る取組については、新型コロナウイルスの感染が拡大

し、自宅療養者が急増した今夏の経験を踏まえて、自宅療養者への生活支援に係る飯能

市と埼玉県との連携の強化を目的に、本年１０月２７日に自宅療養者に係る県と市町村

の連携事業の実施に係る覚書を締結いたしました。

具体的には、感染症法に基づく連携事業として、自宅療養者にパルスオキシメーター

の貸与及び食料品の支給事業を行う本市に対して、事業の実施に必要な個人情報が埼玉

県から提供されることになりました。

≪ 覚書締結 ≫
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⑵ 新型コロナウイルスワクチン接種の状況について

ア 接種の状況について

ワクチン接種希望者に対する接種は、１回目が８７.２%、２回目が８５.１%（１１

月１５日現在）に達しており、接種希望者への接種は、１１月中に２回の接種が概ね

完了する見込みです。

【接種状況(１１月１５日現在)】

※ 接種人数は、国のワクチン接種記録システム (VRS: Vaccination Record System) に

登録された接種状況を集計して公表しています。なお、今後修正する場合があります。

イ 集団接種の終了と現在の接種体制について

上記の接種状況を踏まえ、５月２４日に開設した常設の接種センター（総合福祉セ

ンター）は１０月２０日をもって、また、大規模接種会場として開設したホテル・ヘ

リテイジ飯能sta.は、１０月２６日をもって終了しました。

現在は、市内６か所の個別接種医療機関において、１２歳になる方や接種を希望さ

れる方への接種を継続しています。

【個別接種医療機関（１１月１５日時点）】

小川医院、佐瀬病院、飯能整形外科病院、飯能中央病院、間柴医院、美杉台クリニ

ック

≪ワクチン接種に寄せられたメッセージ≫

対象者 接種対象者数 接種回 接種人数 接種率

市全体

（12歳以上の者）
約72,000人

1回済 62,795人 87.2%

2回済 61,255人 85.1%



6

ウ ワクチン接種証明書（ワクチンパスポート）について

現在、ワクチン接種済みの方が、海外で不利益を受けることを避けるため、海外渡

航予定者に対し、ワクチン接種証明書を発行しています。

申請には、申請書、接種券(接種済証・接種記録書・予診票の写しでも可)の写しの

ほか、パスポートの写しを添付してもらい、１週間程度で発行しています。

新型コロナウイルスワクチン接種対策室（保健センター内）の窓口および郵送で受

付し、紙面で証明を発行しています。今後、年内を目途に国がデジタル化を進め、ス

マートフォンからの自動交付システムが整備される予定です。

エ 新型コロナウイルスワクチン接種（３回目接種）の準備について

現在、令和３年１２月の開始に向けて、準備を進めています。

詳細は、別紙のとおりです。
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⑶ 飯能市緊急経済対策による事業者支援の進捗状況について

第４次飯能市緊急経済対策による事業者支援の状況については、次のとおりで

す（件数、金額は 1１月１５日現在）。

ア がんばる商店街等応援事業

新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい状況となっている商店街を

支援するため、商店街等の発意による感染症対策事業に係る経費に対し、補

助金を交付しています。

交付件数は５件で、交付金額は１２,５２１,０００円です。

イ 小規模事業者等持続化・事業再構築支援事業

コロナ禍の厳しい状況の中でも、事業継続のための新たなビジネス等への

前向きな取組や販路拡大など生産性向上のための取組、ウイズコロナ・ポス

トコロナ時代の経済社会の変化に対応するための事業再構築の取組を支援す

るため、国の持続化補助金又は事業再構築補助金を受けて事業を実施する事

業者に対し、事業者負担額に係る支援金を交付しています。

交付件数は４件で、交付金額は６６９,０００円です。

以上

【問い合わせ先】

主な対応(1)⑴ 担当者 危機管理室長 井竹 信喜

連絡先 ℡042-973-2111(内 621)

主な対応(2) 担当者 健康づくり支援課

新型コロナウイルスワクチン接種

対策担当課長 浅見 礼子

連絡先 ℡042-97８-5882

主な対応(3) 担当者 産業振興課長 金子 智彦

連絡先 ℡042-973-2111(内 650)


